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京都大学 生涯教育学・図書館情報学研究 vol.10. 2011年
す懐疑がコミュニケ ション研究者にぶつけられることはないだろう O 社会が健全なジャ
ナリスト教育への学問的貢献を必要としていることは明らかなのだ。つまり、ケ ブル実験
プロジェクトや多様なメディアの法的枠組み、あるいは情報伝達の度合いについてコミュニ
ケ ション政策的な助言を社会は求めている O また、大衆文化研究の拡張に異常なまでの関
心を抱くであろう巨大コンツェルンと情報コミュニケーション研究の成果や精織なメディア
統計調査を死活問題とする国家当局が存在している。」
こうしてコミュニケーション学、あるいはメディア学の研究対象だけは、その社会的要請か
ら自明であっても、問題の設定法とそのアプローチ法をめぐる選択、すなわちディシプリンに
おいては今日に至るまで暖昧なままだとグロッツは批判している O そして、この批判を私はこ
れまで20年間胸に抱きながら試行錯誤を繰り返してきた。
今年、私は本講座メディア学専攻の課程博士第一号である赤上裕幸氏の論文を査読した。赤
上論文は「期待」と「回想」をキーワードとしたメディア史論である。これからも博士学位論
文をほぼ毎年読むことになるだろう O 果たして、新しい博士たちはメディア研究のディシプリ
ンに、どのようなアイデンティティを形成するのだろうか。「期待」のまなざしで見守って行
きたい(了)。
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